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【実践概要】 

【1】単元(活動)名：私たちと国際社会 

【2】単元目標： 

持続可能な開発目標（SDGs）に触れながら，対立と合意，持続可能性などに着目し 

て具体的な課題を捉え，誰ひとりとして取り残さない国際社会の諸問題解決に向け，多面的，多角的 

に考察，構想，表現できるようにする。 

   

関連する学習指導要領上の目標：持続可能な社会を形成することに向けて，社会的な見方・考え方 

を働かせ，課題解決を探究する。 

【3】 

単元の 

評価規準 

① 知識及び技能 

国家間の相互の主権の尊重と協力，各国民の相互理解と協力およ

び国際機関などの役割の大切さを認識し，日本国憲法の平和主義

について理解を深めるとともに，国際社会における課題の解決の

ために経済的，技術的な協力などが大切であることについて理解

し，その知識を身につけている。 

②思考力、判断力、
表現力等 

国際社会およびわが国の果たす役割について，国際社会の活動に

かかわるさまざまな事象から課題を見いだし，対立と合意，効率

と公正などの視点から多面的・多角的に考察し，その過程や結果

を適切に表現している。 

③学びに向かう力、
人間性等 

情報を多面的，多角的に収集する力を身に着けている。 

アフリカ＝貧困という固定観念を払拭する力を身に着けている。 

【4】 

単元設定の理 

由・単元の意 

義(児童/生徒 

観、教材観、 

指導観) 

【単元設定の理由】 

本研修で学んだ開発教育の要素を入れ，開発途上国の抱える諸問題を自分事として考

え，自分の行動を見つめ直すきっかけとする。 

【単元の意義】 

先進国において開発途上国についての情報は、伝聞によるものがほとんどを占める。

その中で，実際に目で見て，話を聞いて，体験して得た生きた情報は，生徒の心を揺

さぶるものになると考えられる。 

 

氏名：荒川 清政           学校名：宮城県古川黎明学校 
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時間数：24時間     対象学年：３学年     人数：105名 
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【児童／生徒観】 

教科を担任する3学年は，男子40名，女子65名の学年である。中学校入試を経て入学を

してくるため，学習意欲が旺盛である。中学３年の卒業後にオーストラリアへの語学

研修もあるため，海外へ興味も持つ生徒が多くいる。しかしながらその興味も大抵は

欧米の先進国への憧れであり，開発途上国への興味は低いのが現状である。また，今

回扱うアフリカ（タンザニア）のイメージのレディネステストを行ったところ，『貧

しい』『遅れている』『かわいそう』などのマイナスのイメージを持っている生徒が

多々いる。 

【指導観】 

教科で授業を展開するため，中学社会科として教えないといけないものと開発教育的

要素のバランスをとりつつ展開する必要がある。また，ICT推進校であるため，iPad

を使用して，主体的に学ぶ授業を展開する。また，教科書にはまだ記載されていない

持続可能な開発目標（SDGｓ）について，国際社会の解決すべき課題であることを知

り，自分ができる行動は何か考えさせたい。 

6. 単元計画（全 8時間）  

時 
『小単元名』 

学習のねらい 
学習活動 資料など 

１ 『国家と国際社会～領土をめぐ
る問題～』 
 
・主権国家とは何かを考える。 
・国旗国歌とは何か考える。 
・日本の領土問題から世界の対立 
にはどのような種類があるか考 
える。 

・国家の三要素，国家の領域を知る。 
・日本の領土問題を知る。 
・オリジナルフラッグを作成し，理想の
国家像を描く。【資料１】 

・オリジナルフラッ
グ【資料１】 

２ 
 

『今なお解決しない紛争』 
 
・アフリカ大陸に焦点をあて，紛 
争の理由を俯瞰的にとらえる。 
・紛争の原因を先進国の科学技術 
の向上から考える。（コンゴ紛争） 

・紛争の原因を考える。【資料２】 
・３つの民族が対立しない国境や政策を
考える。【資料３】 

・タンザニアの民族融和政策を知る。【資
料４】 

・映像（コンゴ紛争）
【資料５】 

・ロイロノートスク
ール 

３ 『核兵器の脅威と軍縮』 
 
・先進国の科学技術が世界全体を 
恐怖に陥れていることを知る。 
・軍縮が戦争を防止し，世界平和 
の確立に必要であることを知る。 

・核抑止力について知る。 

・アンゴラ内戦における，対人地雷の脅

威と日本の支援について知る。 

 

・映像（コマツの対
人地雷除去機）
【資料６】 

 

４ 『戦争被害と人権』 
・難民について，アクティビティ 
を通じて考える。 

・難民の現状を疑似体験し，生活の困難
さについて知る。【資料７】 

・難民すごろく（国
境なき医師団） 

【資料８】 
５ 『国際連合のはたらきとそのし

くみ』 
・国際連合の平和の取り組みにつ 
いて，具体的にどのような方法が 
あるか知る。 

・国際連合の仕組みを知る。 
・持続可能な開発目標（SDGs）につい
て知る。 

・日本の SDGs 達成度ランキングを作 
成する。【資料９】 

・貧困の原因について考える。 
 

・日本，２０１９年
レポート【資料１
０】 
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６ 『地域機構と世界の経済格差』 
 
・地域機構の仕組みを知る。 
・南北問題の原因を知る。 

・EU の具体的取り組みについて考え 
る。 

・タンザニアの写真と先進国を比べ，格
差を考える（フォトランゲージ） 

・写真【資料１１】 

７ 『国際社会における日本の役割』 
 
・国家の枠を越え，政治的・経済 
的協力を進める地域機構の存在 
を知る。 

・日本の外交の三原則を知る。 
 

 

８ 
本時 

『国際社会のより良い発展』 
 
・人間の安全保障について知る。 
・政府開発援助について考える。 

・国家間の格差が拡大し，発展途上国で
さまざまな問題が起きていることに
気づく。（日本とタンザニアの違い） 

・日本の政府開発援助の優れているとこ
ろを知る。 

・格差を縮めるための自分ができる行動
を考える。 

・世界銀行貧困マッ
プ 

・緒方貞子氏の映像
【資料１２】 

・収集してきた客観
的データ【資料１
３】 

・ロイロノートスク
ール 

 

7．本時の展開（８時間目） 

本時のねらい： 

人間の安全保障の考え方を理解する。そのためには，あなたはどのような行動ができますか。 

過程・

時間 
教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

（5分） 

 

 

 

 

 

 

展開 

(35分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私たちが世界の人々と共存していくために

は，どうすればよいでしょうか。 

 

 

 

・格差をなくすこと，政府開発援助（ODA）の

仕組みを知る。 

 

・開発途上国で生活する人々の生活スタイルか

ら，『日本との共通点』，『日本との相違点』

を写真やデータから考える。 

 ①生徒の 1日のスケジュール 

 ②バニラ生産での収入 

 ③病院の環境 

 ④中学校の教室の環境（机，教科書） 

 ⑤ODAによるインフラ整備をする工事現場 

 ⑥都市部のスーパー 

 ⑦小学校の生活環境 

 ⑧農村での生活（ランタン） 

 ⑨ゴミの問題 

 

・世界銀行貧困マッ

プを投影 

 

・緒方貞子氏の映像

から人間の安全保障

を学習することを知

る。 

 

・１つの課題をクリ

アするごとに，新た

な資料を選択し，多

面的，多角的に読み

取れるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世界銀行貧困マップ 

・緒方貞子氏のニュー

ス映像 

 

 

 

 

 

・ロイロノートスクー

ル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の課題 

「人間の安全保障」の考え方を理解する。 
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まとめ 

(10分） 

・上記の問題点は，SDGｓのどの問題に当ては

まるかグループで考える。 

 

 

 

 

・グループで取り組んだ課題で興味を持ったも

のについて，SDGｓの観点から，自分ができ

る具体的な行動を考える。 

 

 

 

 

 

・国際社会に対して，自分ごととしてできる行

動を発表する。 

 

 

・ODAには良いところもあれば，課題もあるこ

とを知る。 

・SDGｓの 17 のゴ

ールより，忘れてし

まった SDGｓの内

容については，動画

で確認を行う 

 

・自分の行動がアフ

リカとの格差をなく

す一助になることを

知り，自分達のでき

る具体的行動のアイ

デアがでるよう声が

けを行う。 

 

・取り組んで，興味

を持てた資料を提示

する。 

 

・モザンビークの映

像を例に，現地の人

の声を知る。 

・SDGsの映像 

【7】 評価規準に基づく本時の評価方法 

①地球市民の一員であることを知り，自分の生活を見直し，行動することができる。 

②地球市民の一員であることを知り，自分の生活を見直すことができる。 

③地球市民の一員であることを知る。 

【8】学習方法及び外部との連携 

タンザニアからの帰国後すぐに，海外研修に同行頂いた JICA 東北市民参加協力課の高橋泰行氏（青年

海外協力隊経験者、ペルー派遣）を招いて，「国際協力とは」，「JICAとは」，「ペルー体験記」について，

土曜日 3時間の出前講座を実施した。8月実施ではあったが，10月下旬から授業を展開するときに，「国

際協力」のレディネスがあったため，導入としてとても良い講演会になった。 

【9】学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

・中学 3年生時にオーストラリアへの語学研修を実施する。その際に，留学エージェントによる国際理

解教育が系統的に行われている。 

・中学 3 年生時に課題研究があり，歴史，地理，文化，環境の分野でフィールドワークを行い，SDGs

の視点からレポートを作成している。 

・中高一貫校のため，文部科学省で募集をしている「トビタテ留学ジャパン」に中学生も応募すること

ができる。国際理解教育の視点から資料作成の指導を行い，留学の支援を行っている。 
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【自己評価】 

【10】苦労した点 

 

・本校の 1時間は，45分で展開している。そのため，JICAの事前研修で学んだ様々

なアクティビティを実施すると時間がなくなり，中途半端なまとめとなってしま

うことがあった。 

・教科で授業実践を行ったこともあり，1時間全て開発教育の内容で授業を展開す

ることは，難しかった。社会科の教えるべき内容もあるため，バランスが難しか

った。 

 

【11】改善点 ・社会科の強みを活かし，通年で細く長く様々な単元で開発教育を盛り込んで授業

を展開していくのが理想だと考える。そのためにも，入手してきた情報，映像，

写真がどの単元で効果的に使用できるか熟考する必要がある。 

・学年の早い段階で，SDGsを教えれば，様々学習に応用が可能であり，行動目標

に置き換えることができると思われる。 

 

【12】成果が出た

点 

・SDGsを中心として，自分たちの行動を振り返る尺度として用いるだけではなく，

レポートのまとめ方にも応用できる生徒が現れ始めた。 

・物事の見方や考え方が自分の住んでいる先進国中心の視点であったが，開発途上

国の人々の視点を持ち，立場を考えることができるようになった。 

・地球的課題を自分事として，中学生にできる行動は何かを考えることができた。 

【13】学びの軌跡

（児童生徒の反

応、感想文、作文、

ノートなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２：紛争の原因】     【資料３：対立しない国境，政策作り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の変容１】            【生徒の変容２】 
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【生徒の変容３】            【生徒の変容４】 

 

【14】授業者によ

る自由記述 

・百聞は一見に如かず 

 社会科教員として，教科書に書かれている知識が正しいものか再確認することが

できた。実際には，アフリカ地域の教科書の記述やデータは現地で感じたものより

ずっと古く，教員として様々な媒体を使って，最新の情報を収集していく教材研究

の必要性を感じさせられた。また，生徒の授業への食いつきも，伝聞よりも経験，

体験してきた教材のほうが良かった。 

・感謝 

 たくさんの方々より協力を貰い，今回の研修を充実して終えることができる。

JICA の方々はもちろん，タンザニアで出会った協力隊や現地の人々，そして本研

修で苦楽を共にした先生方，研修参加を承諾してくれた家族，タンザニアを中心に

様々な人と出会えたことが何よりの財産となった。さらに，私たちの移動宿泊を手

配してくれたのが，タンザニアでツアー会社を構えた高校時代の友人であり，タン

ザニアの地で 19年ぶりに再会できたのは，人生の中でも感慨深い出来事となった。 

 

参考資料： 

＜文献＞ 

・学習指導要領（文部科学省） 

・2018年度教師海外研修報告書 

・FACTFULNESS（日経 BP社） 

・社会科 アクティブ・ラーニングへの挑戦（明石書店） 

＜映像＞ 

・コンゴ：レアメタル争奪戦の犠牲者（YouTube） 

・KOMATSU 対人地雷除プロジェクト（KOMATSU HP CSR動画ライブラリー） 

・子どもたちの声（シリア難民）（セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン YouTube） 

・SDGsとは？（SDGsチャンネル YouTube） 

・緒方貞子氏の功績（YouTube） 

＜教材＞ 

・難民すごろく（国境なき医師団） 
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添付資料 

【資料 1：オリジナルフラッグ】        【資料 2：紛争の原因】 

 

 

【資料 3：対立しない国境と制作】       【資料 4-1：タンザニアの民族融和政策①】 

 

 

【資料 4-2：タンザニアの民族融和政策②】  【資料 4-3：タンザニアの民族融和政策③】 

       

 

【資料 5：コンゴ紛争（映像）】        【資料 6：ＫＯＭＡＴＳＵ 対人地雷除去機（映像）】 
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【資料 7-1：難民すごろく，イベント札】   【資料 7-2：難民すごろく，もっていけるもの】 

 

 

【資料 7-3：子どもたちの声（映像）】    【資料 8：難民すごろく】 

      

 

【資料 9：日本の達成度ランキング】      【資料 10：2019年レポート】 

    
 

【資料 11：フォトランゲージ（違い）】    【資料 12：緒方貞子氏の功績（映像）】 
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【資料 13：客観的データをカードにしたもの】 

①生徒の 1日のスケジュール          ②バニラ生産での収入 

 

 

③病院の環境                 ④中学校の教室の環境（机，教科書） 

 

 

⑤ODAによるインフラ整備をする工事現場   ⑥都市部のスーパー 

 

 

⑦小学校の生活環境              ⑧農村での生活（ランタン） 
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⑨ゴミの問題 

 

 


